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大原美術館後援会会報

大原美術館の新たな試みとして、後援会個人会員のみなさまにフレイル予防プログラムを開催
いたしました。
開館前の8：15に集合。まずは、美術館らしく工芸・東洋館のギャラリーツアーからスタート。工芸・
東洋館は階段が多く、いつもは「バリアフリーでなくてごめんなさい」という気持ちでご案内して
いるところを逆手にとり、あえて階段を使ってもらいながら「好きなお皿を見つけて、どんな料理を
盛ってみようかなと考えてみてくださいねー。」と柳沢学芸統括。実はこれフレイル予防になるので
す。考えることで脳が活性化し、さらにお皿を探している内に気づけば1,000歩歩いていたなんて
ことも…！？
その後、児島虎次郎記念館に会場を移し、フレイル予防についてと、作品と向き合う時間の意義を
増すためのレクチャーを受け一旦終了。本館を自由鑑賞したあとは、美術館周辺を巡るオプショ
ナルツアーの街歩きと盛りだくさんでした。
ご参加いただいた方々から「楽しかった！」「良かった！」とご感想をいただきました。

令和5年　冬

美観地区のオプショナルツアーの様子

工芸・東洋館でのギャラリーツアーの様子

後援会事務局より

松井えり菜氏の後援会会長就任をきっかけに、後援会のパンフレットと入会記念のグッズを一新しました。記念グッズであるバッグの
デザインを手掛けたのは松井えり菜氏です。
このたび2024年1月から3月末日までの期間、ご紹介キャンペーンを実施いたします。

＊キャンペーンその1
通常、新規ご入会者さまに記念のグッズをプレゼントするところ、キャンペーン期間中は
ご紹介者さまにも記念グッズをプレゼントいたします。
※ご入会の際に、ご紹介者さま(既存会員さま)のお名前をお知らせください。

＊キャンペーンその2
個人会員からプレミアム会員へ移行される方にも記念グッズをプレゼントいたします。

この機会に是非、後援会会員への新規入会先をご紹介いただけますようお願い申し上げます。
※お1人様1回限りとさせていただきます。

後援会入会記念のグッズを新しく作りました

フレイル予防プログラム「美術館で健康寿命増進！」を開催しました！
開催日：2023年9月30日（土）

記念グッズ（非売品）
※キーホルダーは松井会長の私物です



令和5年秋の有隣荘特別公開　家族のかたち

アメデオ・モディリアーニ
《ジャンヌ・エビュテルヌの肖像》
92.3×54.5cm 油彩・画布 1919年
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表紙の写真

春秋恒例の有隣荘特別公開。今年の秋は10月6日～22日に開催いたしましたが、おかげさまで
たくさんの方に足を運んでいただき、無事に会期を終えることができました。みなさま、ありが
とうございました。
この度の展示では、大原美術館の所蔵品の中から、家族を題材にした作品計13点を展示し、
さまざまな作家による家族の表現をお楽しみいただきました。その中で、今回はオーギュスト・
ロダン《ロダン夫人》を展覧会のメインビジュアルとしておりました。普段は「白樺美術館からの
永久寄託品」としての文脈で語られることの多い本作ですが、作品そのものの力強さや、ロダン
夫人という人物の魅力についても、みなさまにお伝えできる
機会となりました。
そして本展に出品したアメデオ・モディリアーニ《ジャンヌ・
エビュテルヌの肖像》ですが、展示を終え、ドイツへの海外
出張（貸出）に旅立ちました。帰国は2024年8月以降になり
ます。またみなさまの前に戻るまで、ドイツでの活躍を応援
してください！

大原美術館活動報告

大原美術館からのお知らせ

大原美術館では、施設改修工事の実施にとも
ない、下記期間休館いたします。
　冬期休館：2024年1月9日（火）
 　　～1月12日（金）
　臨時休館：2024年1月13日（土）
 　　～2月16日（金）
1か月強の期間で、休館をしなければでき
ない作品保全のための環境改善及び美観
上の改修などを予定しております。
皆様には、ご不便、ご迷惑をおかけいたし
ますが、何卒ご理解を賜りますようお願い
申し上げます。

令和6（2024）年　冬期休館、
全館臨時休館について

有隣荘内の展示風景

学芸室より

モディリアーニ《ジャンヌ・エビュテルヌの肖像》ドイツへ・・・

コロナ禍以降、約4年ぶりとなる海外貸出です！
今回の行先は、ドイツのシュトゥットガルト州立美術館。この美術館では、11月24日から「Modigliani. Moderne Blicke
（モディリアーニ 近代の視点）」と題された展覧会が開催され、当館所蔵の《ジャンヌ・エビュテルヌの肖像》がその出品作として
貸出されました。美術館に到着すると、着々と準備の進む展示室の壁には、ドイツ国内や他国から集まってきたモディアーニの
作品、そしてクリムトやエゴン・シーレなどの作品が展示されており、とても気になる展覧会が実施されそうな空気が…。どうやら、
ドイツ国内でモディリアーニの本格的な展覧会が実施されるのは、2009年以来の出来事らしく貴重な展覧会に当館の作品を

出品できるのは、協力させて頂く館としてもとても嬉しい限りです。
この展覧会は、3月までシュトゥットガルトで開催された後、次は
同じくドイツのポツダムにあるバルベリーニ美術館に巡回します。
ドイツの多くの方に当館のジャンヌと出会って頂く最高の機会と
なりそうです。

オーギュスト・ロダン《ロダン夫人》

後援会事務局より

2024年4月23日(火)～9月23日(月・祝)に
特別展「異文化は共鳴するのか？　大原コレ
クションでひらく近代への扉（仮）」を、開催
いたします。また、この機会に三浦館長との
交流の場を設けたいと思っております。
詳細が決まりましたら改めてご案内させて
いただきます。どうぞ、ご期待ください。

来年度（2024年度）のイベントについて

作業風景美術館正面


